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第
54
回
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
え
て

	
上
田
仁
美
・
伊
藤
一枝
・

す
きゞ
さ
よ
こ
・
栃
沢
寿
美

　
去
る
3
月
6
日（
日
）埼
玉
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
第
54
回

バ
レ
エ・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
フェス
テ
ィ
バ

ル
は
お
陰
様
で
無
事
に
終
了
致
し
ま

し
た
。来
場
者
数
A
プ
ロ
３
８
５
名
、

B
プ
ロ
５
６
０
名
と
な
り
、
参
加
団

体
全
12
団
体（
バ
レ
エ
3
団
体
、
モ

ダ
ン
9
団
体
）、
第
53
回
埼
玉
全
国

舞
踊
コン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
披
露（
バ

レエ・
モ
ダ
ン　
第
2
部
児
童
、
ジュ

ニ
ア
部
）を
予
定
通
り
に
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
コロ
ナ
禍
で
の

開
催
と
なっ
た
フェス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

観
客
に
対
す
る
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
毎
回
３
０
０
名
以
上
に
上
る
大

勢
の
出
演
者
達
の
感
染
予
防
と
安

全
性
の
確
保
は
、昨
年
同
様
に
重
要

な
課
題
と
なって
お
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
よ
り
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る

為
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
昼（
A
プ
ロ
14
：

00
開
演
）、夜（
B
プ
ロ
18
：
00
開
演
）

と
し
、
舞
台
稽
古
は
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

ご
と
に
行
い
、
出
演
者
の
館
内
に
滞

在
す
る
時
間
を
短
縮
す
る
よ
う
試
み

ま
し
た
。
本
番
を
終
え
、
出
演
団

体
の
先
生
か
ら
、
こ
の
試
み
は
大
変

良
かっ
た
と
の
嬉
し
い
感
想
も
頂
き

ま
し
た
。

準
備
の
段
階
で
は
、
2
月
頃
よ
り

子
供
達
の
間
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
蔓

延
し
、
学
級
閉
鎖
が
各
地
で
増
え
、

本
番
を
迎
え
る
に
あ
た
り
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
出
演
団
体
の
先
生
か
ら
は
、
本

番
が
無
事
に
迎
え
ら
れ
る
か
不
安
、

欠
席
者
が
多
く
練
習
が
難
し
い
と
い

う
切
実
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

迎
え
た
本
番
当
日
は
、
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
措
置
の
期
間

中
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
濃
厚
接

触
者
と
な
り
出
演
が
叶
わ
な
い
子

供
達
も
い
ま
し
た
が
、
全
12
団
体
が

無
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
様
々
な
取
り
組
み

に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
温
か
い

ご
協
力
に
、
担
当
者一同
、
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
無

事
の
本
番
成
功
の
た
め
に
惜
し
み
な

く
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ

の
先
生
方
、
お
手
伝
い
下
さっ
た
協

会
の
先
生
方
に
も
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
照
明
美
し
い
舞
台
空
間
、マ
ス
ク

を
外
し
伸
び
や
か
に
踊
る
出
演
者

達
。
客
席
へ
と
届
け
ら
れ
た
そ
の
ひ

と
り一人
の
踊
る
姿
は
、
観
る
人
の
心

に
響
き
、
きっと
素
晴
ら
し
いエ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
感
じ
取
って
頂
け
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

フェス
テ
ィ
バ
ル
は「
伸
び
ゆ
く
子
供

達
に
夢
を
与
え
て
、
未
来
に
つ
な
が

る
人
を
育
て
て
い
く
」と
い
う
素
晴

ら
し
い
理
念
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

協
会
と
し
て
こ
の
よ
う
な
理
念
に

沿った
事
業
は
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
参
加
団
体
の
約
半
数
程
度

は
、
ほ
ぼ
固
定
化
し
て
い
ま
す
。
よ

り
多
く
の
協
会
員
に
必
要
と
さ
れ
る

事
業
で
あ
る
た
め
に
、
理
念
を
失
う

こ
と
な
く
、
時
代
の
変
化
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
次
回
、
奮って

の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。（上

田
仁
美　
記
）

第
54
回
彩
の
国
さ
い
た
ま
の
子
供

た
ち
に
よ
る
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

フェス
テ
ィ
バ
ル
見
聞
録
。

	

　

会
長　
中
村	

友
美

　

埼
玉
県
舞
踊
協
会
創
立
か
ら
開

催
さ
れ
て
来
た
フェス
テ
ィ
バ
ル
…
教

室
を
開
設
し
幼
児
と
低
学
年
数
人

の
教
室
、
発
表
会
も
開
け
ず
思
い

切
って
参
加
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世

紀
過
ぎ
、
今
回
12
団
体
の
作
品
を

拝
見
し
、
さ
い
た
ま
の
子
供
達
の
舞

踊
育
成
目
的
に
続
い
た
歴
史
に
感

動
し
ま
し
た
。
会
毎
に
出
演
し
て
い

た
生
徒
達
が
今
や
制
作
担
当
、
指

導
、
或
い
は
出
演
す
る
幼
児
た
ち
の

手
を
引
き一緒
に
踊
る
姿
を
観
て
フェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
54
回
続
け
て
き
た
埼

玉
県
舞
踊
協
会
を
誇
ら
し
く
思
い

ま
し
た
。

　
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
54
回
埼
玉
全

国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
児

童
の
部
披
露
か
ら
ス
タ
ー
ト
素
晴

ら
し
い
ソ
ロ
を
観
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

以
下
協
会
員
各
団
体
の
作
品
。

１
、
谷
乃
梨
絵
モ

ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ

オ「
ぴ
ゅ
る
ん
と
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
」

具
象
的
に
衣
裳
凝

ら
し
た
カ
メ
レ
オ

ン
、
蝶
、
青
虫
ち
ゃ

ん
等
、
自
然
界
の

現
実
を
楽
し
く
コ
ミ

カ
ル
に
表
現
、
舞

台
中
央
で
も
く
も

く
と
足
踏
み
す
る

カ
メ
レ
オ
ン
三
歳
児

見
事
で
し
た
。

２
、S

tu
d

io 
G

reen

「
光
る
世

界
」

ど
ん
ぐ
り
帽
子
の
可
愛
い
子
供
達

と
躍
動
的
に
踊
る
美
し
い
上
級
ク
ラ

ス
の
ダ
ン
サ
ー
光
の
精
達
と
の
対
比

が
素
晴
ら
し
い
。

３
、井
上
美
代
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

「Sound of M
usic

」

誰
で
も
歌
い
た
く
な
る
ド
レ
ミ
の
歌

か
ら
バ
レ
エ
の
世
界
へ
招
待
、
しっ
か

り
し
た
ポ
ア
ン
ト
で
パ
を
熟
し
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
チ
ロ
ル
姿
の
乙
女
達
が
踊

り
ま
し
た
。

４
、
中
村
友
美
・
上
田
仁
美
モ
ダ
ン

バ
レ
エ「SW

IN
G, BRO

TH
ER, 

SW
IN

G

」

ダ
ン
サ
ー
4
人
粋
な
ポ
ー
ズ
が

シ
ル
エ
ッ
ト
に
浮
か
び
ス
タ
ー
ト
、

SW
IN
G

す
る
ダ
ン
ス
小
学
生
ら
し

き
ダ
ン
サ
ー
も
先
輩
に
負
け
じ
と一

体
と
な
り
踊
り
観
客
もSW

IN
G

し
て
い
た
よ
う
見
え
た
。

５
、
川
名
今
朝
美
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス

タ
ジ
オ「
花
の
祭
り
」

春
の
里
山
花
々
が
咲
き
乱
れ
平
安

朝
風
の
雅
や
か
な
衣
装
で
優
し
く

和
や
か
に
踊
って
い
ま
し
た
。

６
、
寿
美
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ「
ス
ペ

イ
ン
組
曲
」

明
り
が
入
った
無
人
の
舞
台
で
幕
上

り
ス
ペ
イ
ン
風
チ
ュ
チ
ュの
バ
レ
リ
ー

ナ
達
が
次
々
に
踊
り
観
客
は
旅
し

た
気
分
、
ソ
リ
ス
ト
二
人
が
し
っ
か

り
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
全

員
勢
揃
い
ホ
リ
ゾ
ン
ト
の
赤
い
薔
薇

が
華
や
か
な
中
Ａ
プ
ロ
の
幕
が
下
り

ま
し
た
。

　

Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
54
回
埼
玉
全

国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
ジ
ュニ
ア
部
上

位
入
賞
作
品
ジ
ュニ
ア
な
ら
で
は
の

優
雅
な
バ
レ
エ
と
力
強
い
表
現
の
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
以
下
協
会
員
団
体
作
品

１
、
新
野
舞
踊
研
究
所「
安
寧
の

祈
り 

古
の
森
に
響
く
」

古
代
の
森
樹
木
の
ポ
ー
ズ
す
る
中

か
ら
次
々
と
人
が
現
れ
溌
溂
と
躍

動
感
溢
れ
る
ダ
ン
ス
を
繰
り
広
げ

た
。
優
し
い
世
界
を
願
って
と
踊
る
、

美
し
い
音
楽
と
樹
の
精
に
見
え
た
モ

ダ
ン
な
衣
裳
が
印
象
的
。

２
、RA

 A
R

T
S

 S
T

U
D

IO

「SIN
G

IN
G

 IN
 TH

E R
A

IN

―
雨
に
唄
え
ば
―
」

ビ
ニ
ー
ル
傘
に
雨
雫
付
け
た
赤
い

水
玉
模
様
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
女
の
子

空
を
仰
ぐ
…
雨
に
唄
え
ば
の
音
と

共
に
同
じ
雫
付
き
傘
を
持
ち
黄
青

紫
の
可
愛
い
ダ
ン
サ
ー
が
各
々
に
振

り
付
け
ら
れ
た
ス
テ
ッ
プ
を
精一杯

踊
る
に
思
わ
ず
微
笑
む
、
ほ
の
ぼ
の

と
暖
か
い
。

３
、Y`sD

ance C
om

pany

「
眠
れ
る
森
の
美
女
よ
り
花
の
ワ

ル
ツ
」

ピ
ン
ク
の
ロマ
ン
チ
ッ
ク
チュチュの
乙

女
達
が
舞
台
奥
に
立
ち
並
び
誘
う

サ
テ
ン
シュ
ー
ズ
の
低
学
年
か
ら
ポ

ア
ン
ト
の
上
級
生
ま
で
様
々
な
構
成

振
付
を
踊
る
、
ソ
リ
ス
ト
が
優
雅
な

バレ
エ
を
み
せ
た
。

４
、705

＋D
ance Lab

「
風
の

ガ
ー
デ
ン
」

新
緑
の
野
原
を
爽
や
か
な
風
が

草
花
を
凪
な
ぜ
る
様
を
し
な
や
か

に
踊
る
技
術
抜
群
な
群
舞
ず
ー

と
観
て
い
た
い
。「O

h w
hat  A

 
w

orld

」若
者
の
世
界
観
か
…
様
々

な
普
段
着
の
衣
裳
を
付
け
現
代
社

会
の
明
暗
を
表
現
か
…
。

５
、マ
ヤ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ「bright

…
日
向
の
道
を
歩
こ
う
」

子
供
か
ら
大
人
ま
で
お
揃
い
の
ハ
ン

チ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
マ
ン
的
衣
裳
、
労

働
か
ら
解
放
さ
れ
た
ら
帽
子
を
脱

い
で
日
向
を
歩
こ
う
訓
練
さ
れ
た
ダ

ン
サ
ー
達
が
重
厚
に
軽
や
か
に
振
付

を
熟
し
て
い
た
。

６
、窪
内
絹
子
＆
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
モ
ダ
ン・

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ「
か
さ
じ
ぞ
う
」

民
話
昔
は
な
し
の
世
界
を
創
作
、

面
白
く
楽
し
く
お
話
を
進
め
、
お

地
蔵
様
と
可
愛
い
兎
、
狸
、
猿
、

村
人
達
と
の
交
流
を
解
り
や
す
く

構
成
振
付
し
て
い
た
。
思
い
や
り

の
大
切
さ
を
観
客
に
伝
え
て
フェス

テ
ィ
バ
ル
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
心
温
ま

る
創
作
舞
踊
で
し
た
。

終
わ
り
に
滞
り
な
く
進
行
し
た
舞

台
、
各
々
の
作
品
に
素
晴
ら
し
い
照

明
、
心
地
よ
い
音
響
、
長
年
の
信

頼
で
協
力
下
さ
る
ス
タ
ッ
フ
の
先
生

方
に
感
謝
と
、
出
演
の
生
徒
さ
ん

を
情
熱
と
愛
を
込
め
て
指
導
な
さ

り
、
参
加
下
い
ま
し
た
各
団
体
の

先
生
方
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
第
54
回
フェス
テ
ィ
バ
ル

制
作
担
当
、
お
手
伝
い
の
皆
様
本

当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
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NO.53

A-1  谷乃梨絵モダンバレエスタジオ
「ぴゅるんとランチタイム」

B-1  新野舞踊研究所（新野あさき）
「安寧の祈り 古の森に響く」

第54回バレエ・モダンダンスフェスティバル開催
埼玉会館 大ホール　受付での様子

A-2  Studio Green（吉田久木子）
「光る世界」

B-2 ЯA ARTS STUDIO(青木りえ）
「SINGING IN THE RAIN−雨に唄えばー」

A-3  井上美代子バレエスタジオ
「Sound  of  Music」

B-3  Y's Dance Company （山口弓貴子）
「眠れる森の美女より花のワルツ」

A-4  中村友美・上田仁美モダンバレエ
「SWING，BROTHER，SWING」

A-5  川名今朝美モダンバレエスタジオ
「花の祭り」

B-4  705＋Dance Lab（西村 葵）
「風のガーデン」

Ａ-6  寿美バレエスタジオ（栃沢寿美）
「スペイン組曲」

B-5  マヤバレエスタジオ（原島マヤ）
「bright…日向の道を歩こう」

B-6  窪内絹子＆YOKOモダン・バレエスタジオ
「かさじぞう」

『
ご
あ
い
さ
つ
』

埼
玉
県
舞
踊
協
会
会
長
　
　
　

中
村 

友
美

　
コロナ
禍
も
三
年
目
に
入
り
不
自
由

な
生
活
の
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
地

域
で
の
舞
踊
活
動
を
お
励
み
の
事
と

存
じ
ま
す
。

　
埼
玉
県
舞
踊
協
会
は
今
年
も
伸
び

ゆ
く
彩
の
国
さ
い
た
ま
の
子
供
た
ち
に

よ
る
バレエ・モ
ダ
ン
ダ
ン
スフェス
ティ

バル
第
54
回
を
コロナ
感
染
予
防
対
策

万
全
で
開
催
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

木
々
が
芽
吹
き
桜
開
花
も
ニュー
ス
さ

れ
自
然
は
変
わ
ら
ず
私
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
コロ
ナ
禍
で
あ
ろ

う
が
舞
踊
家
は
使
命
で
あ
る
舞
踊
活

動
で
世
の
中
に
光
を
発
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
活

動
で
も
ダ
ン
ス
を
観
る
人
は
微
笑
み
ま

す
。
そ
れ
を
喜
び
と
し
て
頑
張
り
ま

しょう
。

　
次
は
６
／
５
に
開
催
予
定
の
ス
テ
ー

ジ
・ワ
ン
公
演
で
す
。

　
若
い
ダ
ン
サ
ー
た

ち
の
熱
気
溢
れ
る
個

性
豊
か
な
作
品
が

並
び
ま
す
、
是
非

ご
都
合
つ
け
て
お
出

か
け
下
さ
い
。
不
穏

な
社
会
情
勢
禍
で

す
が
明
る
い
未
来
を

信
じ
て
前
進
し
て
参

り
ま
しょう
。
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協
会
員
催
し
物
ご
案
内

２
０
2
2
年
4
月
〜
10
月

第
21
回 

ダ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

◎
5
／
3（
火・祝
）  

14

：

00

	

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
7
7
）6
8
8
5	

遠
藤
彩
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

石
川
須
姝
子・田
中
い
づ
み

　
　
　

 

ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
第
66
回
発
表
会

◎
7
／
2（
土
）  

16

：

30

 	

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー 

つ
つ
じ
ホ
ー
ル

☎
0
3（
3
9
5
8
）3
3
1
3	

田
中
い
づ
み

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

＃
M
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
や
わ
ら
か
な
風

と
森
編 

～
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目

vol.19
～
様
々
な
可
能
性
の
集
う
世
界
～

藤
井
香
、上
田
仁
美
、原
島
マ
ヤ

「
楽
し
い
。」

企
画
か
ら
終
演
を
経
て
後
処
理
に

至
る
迄
、一
貫
し
て
流
れ
る
感
情
は

た
だ
一
言
、こ
の
言
葉
で
す
。「
＃
Ｍ

ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
や
わ
ら
か
な
風
と
森

編
」
は
、多
種
多
様
な
喜
び
が
混
在

し
て
立
ち
現
わ
れ
、様
々
な
可
能
性

の
片
鱗
が
顔
を
覗
か
せ
た
…
そ
ん
な

企
画
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
年
半
越
し
で
走
り
続
け
た
こ
の
活

動
は
、２
０
２
０
年
５
月
に
始
ま
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
で
手
足
を
奪
わ
れ
た

私
た
ち
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
活
動
で

き
る
場
所
を
求
め
て
国
営
武
蔵
丘
陵

森
林
公
園
へ
下
見
に
行
き
、そ
こ
に

あ
る
希
望
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
チ
ャ
ー

ジ
さ
れ
、走
り
出
し
た
の
で
す
。

２
０
２
０
年「
秋
」、
２
０
２
１
年

「
冬
」、「
春
」、「
夏
」と
、計
４
回
の「
四

季
折
々
の
自
然
×
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」を
撮
影・配
信
し
、「
公

演
Ｐ
Ｒ
動
画
」の
制
作
・
配
信
、そ
し

て
十
月
二
十
四
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
そ
れ
に
伴
う「
ラ
イ
ブ
配
信
」、

「
期
間
限
定
配
信
」
を

行
い
ま
し
た
。

公
園
の
シ
ス
テ
ム
に

不
慣
れ
な
私
た
ち
を

導
き
、協
力
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
森
林
公
園

の
担
当
者
、早
朝
の
撮

影
に
参
加
し
て
く
れ

た
ダ
ン
サ
ー
た
ち
、撮

影
・
編
集
・
発
信
を
一

手
に
引
き
受
け
て
く

れ
た
若
手
舞
踊
家
た

ち
、強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
た
協
会
員
、趣
向
を
凝
ら
し
た
作

品
を
出
品
し
て
く
れ
た
コ
レ
オ
グ
ラ

フ
ァ
ー
た
ち
、そ
れ
ら
に
出
演
し
て

く
れ
た
タ
フ
な
ダ
ン
サ
ー
た
ち
、ラ

イ
ブ
配
信
と
公
演
の
撮
影
を
手
掛
け

て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
テ
ス
、担
当
者

等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
家
族
た

ち
、現
地
に
赴
い
て
く
れ
た
観
客
、

画
面
越
し
に
興
味
を
抱
い
て
く
れ

た
視
聴
者
…
と
、様
々
な
人
々
の
力

が
結
集
し
て
成
り
立
っ
た
活
動
で
し

た
。そ
し
て
こ
の
活
動
の
山
の
よ
う

な
事
象
か
ら
、山
の
よ
う
な
気
付
き

と
知
識
、問
い
、希
望
が
生
ま
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、目

に
見
え
る
結
果
の
数
々
は
発
展
途
中

の
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
回
の

こ
の
活
動
か
ら
得
た
様
々
な
気
づ
き

は
、今
後
、多
種
多
様
な
活
動
を
生

み
出
す
芽
と
な
る
予
感
が
し
ま
す
。

そ
れ
だ
け
沢
山
の
希
望
の
片
鱗
を
、

様
々
な
立
場
で

関
わ
っ
た
人
々
が

受
け
取
っ
て
い
る

と
感
じ
る
か
ら
で

す
。

～
世
界
に
は
、可

能
性
が
つ
ど
っ
て

い
る
～
と
、確
信

に
近
い
思
い
を
抱

か
せ
て
く
れ
た
事

業
で
し
た
。

第
56
回（
令
和
４
年
度
）

　
　

埼
玉
県
舞
踊
協
会
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
：
５
月
22
日（
日
）18
：
00
～
19
：
30
予
定

会
場
：
埼
玉
会
館 

７
A
会
議
室

　
　
　
　

 （
受
付
17
：
45
よ
り
ロ
ビ
ー
に
て
）

☎
０
４
８（
８
２
９
）２
４
７
１（
代
）

◎
編
集
後
記

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、

各
々
の
活
動
に
前
進
し
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
活
動
報
告
が
出
来
ま
す
よ
う
、
一
日

も
早
く
お
さ
ま
る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
部  

笠
原
千
珂
子

山
本
　
教
子

弓
削
多
淳
子

外
反
母
趾
と
靴
の

選
び
方
・
履
き
方

■
外
反
母
趾
に
つ
い
て

　
外
反
母
趾
は
、
親
指
の
付
け
根
が「
く
」

の
字
に
曲
がって
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

病
院
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
って
二
十
度
以

上
曲
がって
い
る
と
外
反
母
趾
と
診
断
さ

れ
ま
す
。
ひ
ど
い
と
痛
く
て
歩
け
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
、
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど

身
体
の
別
の
部
位
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

図
１
は

右
足
を
甲

か
ら
見
た

と
き
の
状

態
で
す
。

親
指
の
根

元
の
骨
が
親
指
側
に
広
が
り
、さ
ら
に
親

指
の
骨
が
小
指
側
に
広
が
る
こ
と
で「
く
」

の
字
に
な
り
ま
す
。
外
反
母
趾
は
親
指
だ

け
が
小
指
側
に
倒
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
手
前
の
中
足
骨
と
い
う
骨
が
親
指
側

に
広
がって
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

外
反
母
趾
は
遺
伝
の
ほ
か
に
、
女
性
、
親

指
が一番
長
い
人
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
い
て

い
る
人
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

■
靴
の
種
類
に
よ
る
足
へ
の
負
担
の
違
い

　
図
２
は
ス
ニ
ー
カ
ー・
パ
ン
プ
ス・ハ
イ

ヒ
ー
ル
を

履
い
て
い

る
状
態

を
レ
ン

ト
ゲ
ン

で
撮
影

し
て
い
ま

す
。
ハ
イ

ヒ
ー
ル
は

足
の
指

が
窮
屈

に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、ト
ゥ
シュー
ズ
と
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を

比
較
す
る
と
、ハ
イ
ヒ
ー
ル
は
つ
ま
先
が

反
って
い
て
、
ト
ゥ
シュー
ズ
は
伸
び
て
い

ま
す
。
窮
屈
さ
は
同
じ
よ
う
に
見
え
て
も

つ
ま
先
が
反
る
と
、解
剖
学
的
にハ
イ
ヒ
ー

ル
の
方
が
よ
り
不
安
定
で
す（
図
３
）。

■
外
反
母
趾
の
治
療

　
外
反
母
趾
が
重
度
の
場
合
、
手
術
す

る
こ
と
で
変
形
が
改
善
さ
れ
、
痛
み
は
軽

減
し
ま
す
が
、動
か
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

ダ
ン
サ
ー
は
足
の
指
を
動
か
す
こ
と
が
と

て
も
多
い
た
め
、
現
役
の
あ
い
だ
は
手
術

を
せ
ず
に
別
の
方
法
で
治
療
を
行
う
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

■
足
と
靴
の
サ
イ
ズ

　
靴
の
中
に
小
石
が
入
っ
た
時
や
ま
め・

靴
ず
れ
が
で
き
た
時
、
身
体
に
変
な
力
が

入った
り
、
歩
き
方
が
変
に
なった
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
同
じ
く
自
分
の

足
に
あって
い
な
い
靴
を
履
く
こ
と
は
足
だ

け
で
な
く
、
全
身
に
影
響
が
及
び
ま
す
。

　
足
の
サ
イ
ズ
は
長
さ
の
他
に
幅
と
周
径

も
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図
４
）。

左
右
の
足
の
長
さ
が
異
な
る
、
あ
る
い
は

同
じ
足
の
長
さ
で
も
幅
や
周
径
が
異
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

足
に
比
べて
靴
の

サ
イ
ズ
が
小
さ
い

の
が
良
く
な
い
こ
と

は
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
が
、
足
よ
り

靴
の
サ
イ
ズ
が
大

き
い
の
は
あ
ま
り
問

題
視
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
本
人
は
本
来
の

足
の
サ
イ
ズ
よ
り

大
き
め
の
靴
を
履
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
人
の
生
活
様
式

と
し
て
お
家
の
中
で
は
靴
を
脱
ぐ

こ
と
も
あ
り「
着
脱
が
し
や
す
い
」

こ
と
を
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
ま
た
、
子
供
に
成

長
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
大
き
め

の
も
の
を
買
っ
た
り
、
兄
弟
の
お

下
が
り
で
足
の
サ
イ
ズ
よ
り
も

大
き
かった
り
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
足
の
サ
イ
ズ
よ
り
も
大
き
な
靴
を
履
く

と
、
靴
の
中
で
足
が
動
い
て
ず
れ
る
現
象

が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
を
防
ご
う
と
し
て
、

靴
の
中
で「
踏
ん
張
る
」状
態
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
足
の
指
が
靴
の
中
で
屈
曲
し
て
い

る
状
態
で
す
。
こ
の
場
合
は
靴
に
手
を
入

れ
て
み
て
イ
ン
ソ
ー
ル
の
先
端
で
足
の
指

の
跡
が
強
く
残
って
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
足
の
サ
イ
ズ
に
対

し
て
靴
は
小
さ
す
ぎ
て
も
大
き
す
ぎ
て
も

足
に
は
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
靴
の
選
び
方

注
意
点
を
３つ
お
伝
え
し
ま
す
。

①
足
の
サ
イ
ズ
に
合って
い
る

自
分
の
足
が
普
段
選
ん
で
い
る
靴
の
サ
イ

ズ
と
大
き
く
差
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
足
長
だ
け
で
は
な
く
、
足
幅
や
足

囲
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー

カ
ー
に
よって
サ
イ
ズ
が
異
な
る
の
で
、
実

際
に
履
い
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。

②
か
か
と
が
しっか
り
し
て
い
る

図
５
の
よ
う
に
横
か

ら
押
し
た
時
に
つ
ぶ

れ
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

靴
の
か
か
と
は
踏
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。
１

回
で
も
踏
ん
で
し
ま

う
と
、か
か
と
部
分
の
機
能
が
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

③
靴
底
が
指
の
付
け
根
で
曲
が
る

図
６
の
よ
う
に
つ
ま
先
を
床
に
当
て
た
時

に
靴
底
の
土
踏
ま
ず
部
分
は
曲
が
ら
ず

指
の
付
け
根
で
曲
が
る
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ち
な
み
に
、
外
反
母
趾
の
出
っ
張
っ
た

部
分
が
靴
と
ぶ
つ
かって
痛
い
方
は
、アッ

パ
ー
と
呼
ば
れ
る
つ
ま
先
部
分
の
素
材
を

ニッ
ト
な
ど
の
柔
ら
か
い
も
の
に
し
ま
し
ょ

う（
図
７
）。
ま
た
、ハ
イ
ヒ
ー
ル
は
靴
の
先

に
滑
り
づ
ら

い
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

靴
底
が
図
８

の
点
線
の
よ

う
に
ま
っ
す
ぐ
だ

と
、
よ
り
つ
ま
先

の
方
に
滑
り
や
す

く
、
圧
迫
さ
れ
て

痛
く
な
り
や
す
い

で
す
。

■
靴
の
履
き
方

　
外
反
母
趾
の
出っ
張
り
が
靴
の
中
で
当

たって
痛
い
か
ら
大
き
め
サ
イ
ズ
の
靴
を

選
ん
で
履
い
て
い
る
方
が
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
外
反
母
趾
の
方
は
足
の
幅
が
広

く
なって
い
ま
す
。
足
の
真
ん
中
を
左
右

か
ら
押
さ
え
る
と
、
足
幅
が
狭
く
なって

外
反
母
趾
が
矯
正
さ
れ
ま
す（
図
９
）。
ス

ニ
ー
カ
ー
の
靴
ひ
も
の
足
首
側
を
しっ
か

り
締
め
る
と
、
足
幅
が
狭
く
なって
外
反

母
趾
が
圧
迫
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す（
図

10
）。こ
の
時
に
つ
ま
先
側
の
靴
ひ
も
を
き

つ
く
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ぎ
ゅっ
と
締
め
す
ぎ
る
と
血
流
が

悪
く
なって
し
ま
う
の
で
、歩
い
て
み
て
しっ

か
り
靴
が
自
分
の
足
が
フ
ィッ
ト
す
る
と

こ
ろ
を
探って
み
て
く
だ
さ
い
。

■
最
後
に

　
外
反
母
趾
に
悩
ん
で
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、そ
れ
以
外
の
方
も
ぜ
ひ
普
段
の
靴
の

選
び
方
・
履
き
方
を
工
夫
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
外
反
母
趾
や
靴
の
選
び
方
・
履
き
方
、

外
反
母
趾
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
下
記
ホ
ー
ム

今回は、彩の国コミュニティ協議会（会長：埼玉県
知事／大野元裕）が授与する「シラコバト賞」を受
賞された谷乃梨絵先生にお話を伺いました。
「光栄に思いました。」
と喜びを語る谷先生は、「ステージ1」や「ダンスセッ
ション」の企画運営に携わり、惜しみなく働くこと
の尊さを同朋の私たちに思い出させてくれます。
5月24日「モダンダンス5月の祭典」への出演、6月
10日「ダンス創世紀」、7月9日「現代舞踊展」での
作品発表など、精力的な活動を続ける谷先生。―
豊かな心を踊りの上達と共に大きく育てていきた
い―と開設したスタジオからは、海外へ飛び立つ
優秀な舞踊家たちが生まれています。
そんな谷先生に、モダダンスを指導することへの
思いをお聞きすると、
「私はダンスを愛しているので、その思いを次へ繋
げていきたい。」と、ほとばしる愛情を隠すことな
く話してくださいます。そして、
「先人のおかげで今までやって来られたと思ってい
るので、その先人たちが繋いでくれたものを、今、
次へ繋ぐことでお返ししている。そんな風に、次
の世代にダンス文化が引き継がれていくことを夢
見ている。」と、夢を語ってくれます。
社会の状況と違わず、ダンスの世界も目覚ましい
速さで広がりを見せ、様々な価値や前人未踏の道
が生まれている今。この変動の時代を模索しなが
ら進む若手舞踊家へ、ダンス文化の根底をなす―
ダンスへの惜しみない愛情―が、確実に受け継が
れていきます。
（2022年2月7日のインタビューより　K.F）

おめでとうトピックス！（其の3）
～つなげたい思い～

今回は、一般社団法人 埼玉県文化団体連合会（以下、埼
文連と表記）が顕彰する「第54回埼玉県文化団体連合会文
化選奨」を受賞された山本教子先生にお話を伺いました。
「以前、埼文連の公演をさせて頂いたことがあり、その
団体から賞をいただけると連絡があった時は驚きました。
長く続けてきてよかったと思います。」
と、語る山本先生。長く続けてこられた理由をお聞きすると
「これしか仕事がなかったから。」と、笑顔の即答が返って
きます。もう少しお聞きしたくて粘っていると
「教えていたから続けられたのね。それに、藤井公先生や
皆さんに『やってみない？』と声をかけて頂いて、指導の
機会をいただいて、とても感謝している。それに、バレ
エは生活のようだった。」と、沢山の繋がりと必然があっ
たことが分かってきます。
日本の2大コンクールで1位を受賞し、貝谷バレエ団や日
本バレエ協会等の公演で主役を務めた山本先生は、現在、
山本教子バレエスタジオや埼玉県立芸術総合高等学校（舞
台芸術科）等で指導する傍ら、3団体の理事やバレエコン
クールの審査員を務め、また、音楽家とのコラボレーショ
ンによるスタジオパフォーマンスを開催するなど、その
活動は多岐にわたります。
そんな山本先生に現在のバレエ界についてお聞きすると
「今の人たちは技術がきちっとしている。」と称賛します。
でも、
「その一方で、やや機械的な気がする。観客にビビッと感
じさせる感性を持てるよう、もっと感性を磨けると良いな、
と思う。それと、日本ではバレエだけで生活できないの
が問題かな。」と、指摘します。
そして、このような今を生きる生徒さんに、
「全てのことに興味を持てるようになってほしいと思う。
そして強くなってほしい。心温かく、周りの人を思いやれ
る人になってほしい。」とエールを送ります。
今を生き抜く強さと、多面的で豊かな感性と、温かな心
が必要な時代なのだと、痛感したインタビューでした。
（2022年2月7日のインタビューより　K.F）

おめでとうトピックス！（其の4）
～ビビッと感じさせる感性を～
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